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'41:研究中断(日本)
4k試験放送 4k・8k放送

'26:CRTで"イ"の字表示実験成功 '53:テレビ発売 '60:カラーテレビ発売 '85:37型CRT(三菱電機)
画像提供 88:14型LCD(シャープ)

 IEEE Milestone認定 東芝未来科学館  IEEE Milestone認定

'88: 14型LCD
画像提供 '86:3型a-Si-TFTカラーテレビ
シャープ

テレビへの応用

'87: ラップトップPC '93:21型PDP '96-97:大型化(42-50型)
'06:103型 '08:150型

'67: VFD販売開始（丸形単桁） '77: 　文字・数字から画像へ
'71：平型ガラスVFD グラフィック 大型表示の検討 '85: 大型表示装置への応用

'67:世界初VFD（ノリタケ伊勢電子） '97:世界初有機EL製品(東北パイオニア) '07:世界初有機ELテレビ 有機ELテレビ本格化
'79:三菱電機特許 '85三菱電機 '87三菱・伊勢
特公昭63-53667

'40:米国特許('36:独特許) '60:実用新案

特許に見る大型映像表示装置の歴史
88:野球速報表示器 90:電気式スポーツ表示器

'02:反射型 '09:ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾁｭｰﾌﾞｱﾚｲ '10:有機EL

'83:東芝ﾗｲﾃｯｸ '88:東芝ﾗｲﾃｯｸ(放電ランプ)

実公昭39-22214
US Patent  2195460 発光管

　US Patent 402,700 US Patent 444,452:

発光素子：白熱電球 '18:IEEE Milestone認定

'27:世界初の電光掲示板
中国企業の進出と事業拡大

'28:日本初の電光掲示板 '58:シネサイン(東芝) '69:マンモステレビ(富士電工) '09年頃 '18年頃

'72:ビデオ表示ScoreBoard 砲弾型
(Stewart-Warner)

高コントラスト表示ユニット

'58:国立霞ヶ丘競技場 面実装型

'80:アルタビジョン
（ビル壁面初のビデオ表示）

'80:ｵｰﾛﾗﾋﾞｼﾞｮﾝ
'82:ｱｽﾄﾛﾋﾞｼﾞｮﾝ '85:ｼﾞｬﾝﾎﾞﾄﾛﾝ '86:ｽｰﾊﾟｰｶﾗｰﾋﾞｼﾞｮﾝ（発見と発明のデジタル博物館） 06:世界最大

    (アストロビジョンとジャンボトロンはつくば博'85の写真)

'68:豆電球の配列 '03:リボンボード出荷
カラービデオサイン

'83:スペクタス '84:液晶アストロビジョン '91:液晶スーパーカラービジョン
'05年頃からリボンボード本格化

ETCへの応用
 '59:アイドホール 道路・交通分野への応用拡大
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'03 地ﾃﾞｼﾞ（2ｋ放送） '11:地デジに完全移行(アナログ放送終了)

表示デバイスの発展 CRT 白黒テレビ カラーテレビ普及 大型・高精細化 '85:37型テレビの発売（超大型化・高精細化の進展） CRTテレビのシェア低下 CRTテレビの終息

テレビ放送の発展 '53:放送開始 '60:カラーテレビ放送開始 '87 衛星放送開始 '91 ハイビジョン試験放送開始 （テレビ大画面化）

VFD 独自市場に展開

LCD 液晶研究 '73: 電卓  文字・数字から画像へ 大画面・高画質化 中国企業テレがビ用LCD供給

PDP '72: PDP実用化 81頃: グラフィック表示 シェア低下 '14: 終息

Play o Graph

有機EL '97:有機EL実用化 画像表示用の発展 韓国企業がテレビ用有機EL供給

大型映像表示装置の発展

屋内用大型映像表示装置 配列型

投射型

発光素子の
LED化

↓
特許出願は
LED中心へ

新技術への挑戦
特許

モノクロ大型映像表示装置 カラー大型映像表示装置

'86:スーパーカラービジョン

特公平8-34762

DLP/LCDプロジェクタ'89:LCDプロジェクタ '97:DLPプロジェクタ

'73:単管 '78:３管

アイドホール アイドホール

CRTプロジェクタ

液晶モジュールの配列

カラー大型映像表示装置

大型・高精細化

文字・数字から画像へ

'81頃: グラフィック表示へ

文字・数字から画像へ

1985年37型テレビの発売：超大型化・高精細化の進展

日本企業が中国製

表示ユニットを採用
中国企業進出 中国企業増加

LEDの3in1化

第三世代：LEDの時代（超大型・高精細）

3 in 1素子の高コントラスト化

砲弾型の一部がﾚﾝｽﾞ付き面実装型へ

第一世代

第二世代

35,  28,  20mmφ

赤,緑, 青
'80:オーロラビジョン

'82:アストロビジョン

'85:ジャンボトロン

'93:青色LED開発

'95:大型映像表示装置への応用

'00:世界初ハイビジョン

大画面・高画質化

'02:4Kテレビ発表

大画面・高画質化

CRTテレビのシェア低下 CRTテレビの終息

省エネ・低コスト化

'06:世界最大(当時)
'11:有機EL球体

Geo-Cosmos
'17:4K超えの超高精細表示

赤,緑, 青

第一世代から第三世代へと世代交代を経て発展

表示面の黒化

特公平5-88499

特公平5-88498

特公平6-24103

P2802925

'96:LEDの時代にな

り液晶方式は終息し

''89:松下電子(蛍光ランプ)：P2723624

ﾉﾘﾀｹ伊勢電子提

供

'11:8Kテレビ発表


